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いと やく センチ なが ●んき

タテ糸を約120cmの長さで18本切ります。
ー はい けいと

セット1;:入っている毛糸は、からまりやすいので、討笛の
邸 いと

雫の糸からゆっくりほどいてください。

ぉi‘
いと

糸まきパー
ふ

〇零わ お29

ハンドルを引き回して、大きいツメを

蒻笛にします。

零

ツメにひと巻き

し9と みさがわ＇こ 9い き いと

糸まきパーの右側の少し小さいツメに、切ったタテ糸を
区ん0とたば す ま

3本一束にして図のように巻きつけます。
っょ〇ぱ いと こ てし9

争箭にやや強く引つ張ると糸がツメに固定されます。

臼＊

・く と おさ • 

送りレバーを止まるまで押し下げ、そうこうを上げます。

ユ

笞質のガイドピン
.<' 

0“
●’ 

む9990

左側のガイドピン

置 いと みぎ

ツメに巻きつけたタテ糸はそうこう三ゾの右から
ぃ
入れていきます。

し、と

糸まきパー
ち●うい

※注意※
・ん し、とこミ

18本のタテ糸が正しく
はい

そうこうミゾに入って
0くにん

いるかどうか確認して

ください。

・ン・ ・こ

10cm<:らい残す

ちゅうい

※注意※
いらばんはし

そうこうの一番端のミゾは、ガイドピンです。
'‘.,.,い

まちがえてタテ糸をかけないように注意して

ください。

・な のこ 口ん0とたば ま いと

同じように残りのツメにも 3本一束にして巻きつけ、タテ糸を
・ん い●a) tンテ のこ

18本のそうこうミゾに入れ、布まきバーから 10cm<らい残し
いと ・ ・さ そとがまわ いと

たところまで、糸を張ったまま右ハンドルを外側へ回して糸まき
いと • 

バーに糸を巻きつけます。

． 

し、と ぼんひとたば ぬの み乞はし

タテ糸を3本一束にして、布まきバーの右端のツメから

函のように巻きつけます。
っょ 〇 ● いと●し ● いと した m、

強めに引っ張ったまま糸端を張られた糸の下を 2回
てまえ U 

くくらせ、キュッと手前に引きます。

． ． 
．
 

ツメ

のこ •. ..  いと

残りのツメ 5本にも、同じようにタテ糸をつけます。
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• ・・

◆キレイに織るコッ• ・
しし は ＂んぷ^ 4

タテ糸の張りくあいを、全部平均するように面る
●ゆ..

のがきれいに織るコツです。指で押さえてみて、
し、と なお

•• • ゆるんだ糸は直しましょう。
..............．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．.............. .. 

そうこう

まきパーのハンドル

)お＜一(-

•^1門9 ●く あ さ

何回か送りレバーを上げ下げし、そうこうがスムーズ
ぅこ いと •o 

に動くように、糸まきバーのハンドルを回して蒻箭し

ます。

稟
ダ

； 

けいと けいとようい

ポンポン毛糸とむらさきの毛糸を用意します。

むらさき

りし、 口ん

ポンポン毛糸(1本）

けいと ● 

シャトルにむらさきの毛糸を巻きます。
けいとせんぷ 言 わ ぼん

ポンポン毛糸は全部ほどき、臨努に切り分け、1本をシャトル
蒙

に巻きます。

0 みつじ、うげ ，、と翠こ 零

抒道..上下したタテ糸の問のすき間のこと

抒゚迫--二=

・く か 1さあ いと じょうげぎ9く みぎがわ

送りレバーを 1回下げ上げし、タテ糸の上下が逆になり右側の

ガイドピンが主がっていることを籍該してから、彬笛の若欝ヵヽ

ら宕欝『へ、むらさきの母菜のシャトルを謡います。

＂ポイント・
L、と ロ ・く したお

タテ糸をきつく張りすきると、送りレパーを下まで押せなかった
もと ば憂比ヽ し、~

り、そうこうがうまく戻らない場合がありますので、糸まきパーの
0 •o'‘'”ロ

ハンドルを引きながら回し、タテ糸をゆるめて調節してください。

・99p冒l
畜

9-
●うぷ y ’’ 
凹部一ー，

畜

eン9

5~10cm<e 

+ 

•< 
送りレバー

布まきバ

しとし で 9

糸の下を9回くくらせ
キュッとH箭にf1＜

うら

叩00うら

引っかける

引っかける

Dシャトルの於の笛の籍に、向ったヨコ菜の
はし • 

端をひと巻きします。

〇 シャ
したがわ おうぷ U 

トルの下側の凹部に引っかけ、うらに
●0 なか ぼう

回して中の棒にかけます。

〇 嬰 〇 ぅらと妥釦遠を絨り闊しかけてい
零 い と は し センチ のこ

き、巻きとったら糸の端を 50cmくらい残し． 
て切ります。

むらさきの全梁［さE9裏、0ぅらを 15箇ぐ
く？え ●

らい繰り返して切ります。

しはん けいと 99  0 みち

※市販の毛糸を使うときは、シャトルが抒道に

福る笑さまで単菜を合いてください。

セ

5~10cmくらい

いとはし センテ のこいち げ いと

ョコ糸の端を 5~10cm<らい残し、一番端のタテ糸に
む

結んでおきます。
・な けいと 、 けいと

同じように、ポンポン毛糸のシャトルもむらさきの毛糸
おな とお

と同じところを通します。

9ょうたん し1と は 0ょうたんと巧

両端のタテ糸をクシの歯の両端に通します。
なな とお いとて まえひ

クシで斜めに通したヨコ糸を手前に引きよせます。

おく が 9おさ 0だりが

送りレバーをもう 1回押し下げ、左側のガイドピン
あ かくにん

が上がっていることを確認してから、むらさきの
99いと 0たり みさ とお

毛糸のシャトルを左から右に通します。

＂ポイント▼
0 、 じょうだい し、と とお

クシは引き寄せたままの状態で、糸まきを通すと
・ はC ●A、しヽつ し●

織り幅が均ーに仕上がります。

99いと ＂いと

ポンポン毛糸のシャトルもむらさきの毛糸と
ぉな とお

同じところを通します。

▼ポイント・
けし、と 。 a 

ポンボン毛糸は引っ張りすぎなし）ようにし、
せんたい み ..とう

全体を見てポンポンが均等にでるようにゆる

めたりして樋昴してくださし）。
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賊直りプレー

うえ ・・

上から見た図0,. 
平織りプレート 釦

仁よこ • , 

横から見た図

占紐戸

イドピン

． 

aく さ かくにん 0ら お

送りレバーが下がっていることを確認してから、平織りプレートを取り付
くち みさ いしょう す ただ

け口から右にすべらせるように入れ、上図のように正しくセットしてくだ

さい。
咋お おく あ 豆

平織IJプレートをセットしたら、送りレバーを上げて戻します。

謡りレバーを主I弁げし、賊嶽りプレートが左若に筋いていることを籍猿

してください。

• 一 えし

若笛のガイドピンが上がつていることを確かめ

てから、社薩に貞り出し器を 1菜請し、クシで

争箭に?1きよせます。

．．
 

し9ちど おく さ裏 OEり"°

もう一度送りレバーを下げ上げし、左側のガイ
・ ぼんおだぼう

ドピンが上がったらもう 1本の織り出し棒を
O •ラ し、 。
抒道に入れ、引きよせます。

し、 じょう げ か ● ●し9 0らお

（タテ糸の上下が変わらない場合は平織りプ
せいかく はし9 みなお

レー トが正確に入っているかどうか見直して

ください）
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ぅらがわ で

裏側に出ているポンポンをつまんで震1こ
F 

出します。

〇 蘊ヵも〇 篇を蘊り望し、10篠くらし直§ります。

:•••••••………•………•••;••••…………•........: 
i ◆キレイに織るコッ♦ i 
i 1タテ邑噌？を韓にす歪。 なむ と● ； 
： 2.ヨコ糸に適度のゆるみを与える（斜めに通す）。 ： 
: 3．笞の爾蘊（希茸）を扁ぇる。 ： 
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＂し、と いこ Cっ

ポンポン毛糸はタテ糸に結ぷ

いといとはし いと む9

ョコ糸の糸端は、タテ糸に結びつけておきます。
＂いと お口

むらさきの毛糸は、そのまま織り進めます。

に9づ，
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ャ{Jブーの織lJ方のつづきO]J咳チカ当Eを使笞全蘊
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 〇 ガイドピン

けいと ようい

ピンクの毛糸を用意します。

孟色じ地

ピンク

fつか かた

ガイドピンの使い方 9’ 、---̀/‘ガイドピン

ぐ｝霜醤：

いとつr けいと センテ

ヨコ糸に使う毛糸をそれぞれ 5~6cm~らい
● みきが0

切って右側I~
じいる つ

＿むらさき（地苔）、宦留にピンク（女

字色）を付けます。

O S・ ●んたい と

平織りブレー ト本体から取りはす します。

①未げる

おく と おさ CSぉ

①送りレバーが止まるまで押し下げ、②平織り

ブレー トをはすします。

• • ． 

けいと けいと●

ポンポン毛糸をはすしたシャトルにピンクの毛糸を巻きます。

(~の「5 ． ヨコ菜の掌倫」を笞雁）
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みかた

バンチカードの見方
●んたい い

パンチカー ドを本体に入れる バンチカードの

躙繹：ています。□「蛉ゃマ：クを祟しています。

． ⑱ ． 
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コ ふとか 心こうだん9う↑ 匹

織り始めの太線 番号は段数をホしています。
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い

マ
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マ

●矢
だ

クマや
し
字

•
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ぉ
織

● かた

11．バンチカードの抜き方

れ芳

”． ↓ぶ
軽く押し込む

パンチ
壼し

,．うい

※注意※． ”くに

そうこうが上がっていることを確認してから、
ぃ

パンチカードを入れてください。

し●しん いと した ほんたいた

写真のように、糸まきバーを下にして本体を立

てます。

・ん ●紅

パンチカードは、ブリントされている面を表に

して、バンチカード極し込み目から蘊りたい女
じゃじるしした い

字の矢印を下にしてパンチカードを入れます。

●●お

パンチカードを軽く押
こ おく

し込みながら、送りツ
•o 

マミをゆっくり回し、

バンチカードを 2-3
後器ります。
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晶年：：：；；孟：苔
へし` 疇うはい かく

パンチカー ドが平行に入っているかとうかを確

駿しながら、器りレバーをパンチカードの笑蔽
おく

のところまで送ります。

...cc 
9¢0•芯

9' 

，
 ， 

•く

送りレバーを
を

もとに戻す

ぷ ●＜

太線のところまでパンチカー ドが送られたら、

器りレパーを奔し王げてもとに樋します。

ち●う い

※注意※
さ 0 ●9 心

そうこうが下がりづらく抒道が狭いときは、
・く 言こばん こうこ

送りツマミを少し前後に動かしてください。

●い

入りにくいときに

今 た●んたい もと いと

バンチカードが入りにくいときは、立てた本体をもとに戻し、タテ糸

Aと裟伍の闘から争を文れてバンチカードを歩し奔しながら翠りツマ

三を回してください。

●ポイント・
し●しん ・・

バンチカードはやわらかいので、写真のように持って曲がらない

ようにして入れてください。

〇ょうたん いと はいうふ

〇 両端のタテ糸をクシの歯の両端
とお

に通します。
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躙のガイドピン
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ピン
むらさき（地恥

o恥レバ
・さもと み●90

ーを押し下［環し、右側のガイド
ヽ ● かくに9

ピン（むらさき）が上がっていることを確認し

戸も、苓直面器『から若鉛 3麟を

織ります。

0息？レバーを飢和桑し、ピンクの告菜

も同様に宦留から若窺へ 4後自を蘊ります。

り
＜
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ん
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②パンチカードを姦＜

•く

寧 りレパ
e 

下げる

ぬ し ● と

12．布地の巻き取り

いと
② 

5•うい

※注意※
ゆるめるときは、褐芳のハンドルを
とうじ 0 ●0 

同時に引き回してください。

〗品ばくらい
ぉ a さいこ しヽと

織り終わった最後のヨコ糸は、
-”ヰfし センチ

布端から 10cm<:らいのとこ
言 いとむ9

ろで切ってタテ糸に結びます。
いと ぬ

糸まきバーと布まきバーにかけ
いと

てあるタテ糸をはすします。

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
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〇 右側のガイドピ‘
． 

ノ（むらさき）が上がって
かくにん 已いと。

いるのを確認してから、むらさきの毛糸で抒
•,．きがむ"'がわ とa
道の右側から左側ヘシャトルを通し、パンチ

にん● お

カー ドの 1段目を織ります。

お ” °みち せ•
織り進めると、抒道が狭く

なります。
とお

シャトルが通しづらく．．．と
なったら布を巻き取りま

しょう。
ち ●う い

零 と
※注意※

●む

巻き取るときは、ハンドルをそのまま回します。
っ． ．の て●え ●0

次に布まきバーのハンドルを手前に回して、ゆるめた
ぶん いと

分のタテ糸を羞き藪ります。
いと ロ

糸の張り貞答は、巖胡と筒じくらいにしてください。

0り「9， バンチカー ドの入這」から咤9の「12．需地
くかえもじ お

の巻き取り」を繰り返し、文字やマークを織ります。

0ともしおお 百ヘ

ー文字織り終わるとそうこうが全て
ぁ

上がります。
●し

※召レファベッ ト、晏ハートマーク［弘

28段、ド ットは32段、チェ ックは16段、
rんお

リポンマークは、50段で終わります。
. "ら

パンチカードを抜くときは必ま
おく と おさ

①送りレバーが止まるまで押し下げて、
うえ こてい

そうこうを上に固定します。
． ＜ 零D

②送りツマ三を回して、パンチカードを． 
抜きます。

つよひ ば

このとき、バンチカードは強く引っ漏ら

ないでください。

茨に蘊りたいバンチカードを入れます。

(〇 の「9．パンチカー ドの久れ芳」から
お さん

「10．パンチカー ドで鰯る」参照）

いと と かた

ョコ糸の止め方

し
I 

・9 

いと いとは さいこ ふぞく はり

ヨコ糸の糸端は、最後に付属の針・0 • C 
で目立たないところに縫い込み、．． いと . . 

余った糸は切り落とします。

のー けいとようい

残りのポンポン毛糸を用意します。
● も じ

織りたい文字や．． 
マークが織り終

わったら、シャト
のこ

ルに残ったピン
99いと ぜんぷ

クの毛糸を全部

はすします。

けいと のこ ぼ＾

ピンクの毛糸をはすしたシャトルに残りのもう 1本
りいと 累

のポンポン毛糸を巻きます。
〇お けいと

平織りプレートを入れてむらさきの毛糸とポンポン
けいと たJu

毛糸を 10段くらぃ箪蘊りします。(e9の「6．箪蘊り
・ さんしょう

を織る」参照）

いと のこ

タテ糸が残ったら

もし 9く お

文字やマークの少ないものを織って、
いと のこ

タテ糸が残ったら、ハサミで 15~
20甜iぐらい棧して切ります。

〇 クシを姦き、発ほとと筒じよう！―
”生ん いと は 09うたん 品‘

両端のタテ糸をクシの歯の両端に通し、
●ん けいと て まえ 〇

2本の毛糸を手前に引きよせます。

'（，1,), 
9, 1 

ま いとた

シャトルに巻いたヨコ糸が足りなくなったら、シャトルに
とう いとま いと●し≪り

新しいヨコ糸を巻き、その糸端を結びつなげます。(1)
いといろ か ばあい いと「「［［し センチ

ョコ糸の色を替えたい場合は、ヨコ糸を布端から 10cm
きか

くらい藷して切ってタテ漆に紐びつけ、替えたい笞の菜の
D みS と● お百

シャトルを抒道に通して織り進めます。(2)

いと nら お お だ ぽう

タテ糸、平織りプレート、織り出し棒をセットします。
●さ

器りレバーを上1な且し、タテ漆
匹げ 9•<

の上下が逆になり右側のガイド

i ピンががつていることを確認
〇みち みきが0

してから、抒道の右側から宦縫ヘ
と●

シャトルを通します。

① 
．．巴0

のガイドピン

邑き厖ぴ

同覗胃帽

．． 
三つ編み

いと ばん たば むワふさつ

はすしたタテ糸を 3本すつ束ねて結び房を作ります。
ふさつくかた あ えら

房の作り方は、デザインに合わせて選んでください。
せんぷ 0す お に ぼう

全部結び、織り出し棒をはすしたら

シャトル

おく ”‘ 
送りレバーをもう 1回
お さ もど 0ごりが0

押し下Iガ更し` 左側の
ぁ

ガイドピンが上がつて
かくに人

いることを確認してか
匹り

ら、シャトルを左から
みをf とお

右に通します。

・ り9う か いと は,,,たん

両端のタテ糸をクシの歯の両端に
とお

通します。
匹 とお いとて丑

クシで斜めに通したヨコ糸を手9リに
ひ

引きよせます。

• 

いと

クシをタテ糸から

羨き、篇鎚のタテ菜
は 吐うrん

をクシの歯の両端
ぃ

に入れます。

て言えひ いとととの

入れたクシを手前に引きよせ、ヨコ糸を整えます。

① から① を紐り譴し、厖蔓な襄さを蘊ります。． 
．．
 •O ． 

．．
 


